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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。

LP38690/LP38692
セラミック出力コンデンサで安定な
1A出力低ドロップアウトCMOSリニア・レギュレータ

概要

LP38690/2 低ドロップアウトCMOSリニア・レギュレータは、高い
出力許容誤差 ( 代表値 2.5%)、きわめて低いドロップアウト電圧
(450mV：負荷電流 1A時、VOUT＝ 5V)、超低 ESRのセラミッ
ク出力コンデンサを利用した優れた AC特性を備えています。

LLP、SOT-223、TO-252パッケージの熱抵抗が小さいことにより、
周囲温度が高い環境でも最大動作電流を使用できます。

PMOSパワー・トランジスタの採用によりバイアス時の直流ベース・
ドライブ電流が不要となるため、負荷電流、入力電圧、動作温
度に関係なく、グラウンド端子電流を 100μA未満に抑えることが
できます。

ドロップアウト電圧 : 450 mV (代表値 )負荷電流 1A時
(5V出力での代表値 )

グラウンド端子電流 : 55μA (代表値 )負荷電流最大時

高精度の出力電圧 : 精度 2.5% (25℃ )

特長

■ 出力電圧精度 2.5% (25℃ )

■ 低ドロップアウト電圧 : 450mV @ 1A (代表値、5V出力 )

■ 2.7Vから10Vまでの幅広い入力電圧範囲

■ 高精度 (トリミング型 )バンドギャップ基準電圧

■ － 40℃～＋ 125℃の範囲で規格値を保証

■ 1μAのオフ状態待機時消費電流

■ 熱暴走保護

■ フの字形電流制限

■ TO-252、SOT-223、6ピンLLPパッケージ

■ イネーブル・ピン (LP38692)

アプリケーション

■ ハードディスク・ドライブ

■ ノートPC

■ バッテリ動作機器

■ 携帯用計測機器

代表的なアプリケーション回路

注 : * 安定性確保のために必要な最小値です。
**LLPパッケージのデバイスにのみ存在します。
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TO-252, Top View
LP38690DT-X.X

6-Lead LLP, Bottom View
LP38690SD-X.X

SOT-223, Top View
LP38692MP-X.X

6-Lead LLP, Bottom View
LP38692SD-X.X

VIN レギュレータの入力電源電圧。 LLPデバイスでは、最大電流動作 (1つの端子あたり最大 500mA)をする場合、
2つの VIN端子を 1点で接続する必要があります。

GND レギュレータ回路のグラウンド。リードフレームを介してダイに接続されており、面積の広いグラウンド端子を銅箔部
分にハンダ付けした場合はヒートシンクとしての役割も果たします。

SNS 負荷での遠隔検知のための出力センス端子。これにより、レギュレータと負荷との間の配線抵抗で生じた電圧降
下に起因する出力電圧の誤差を排除できます。この端子はVOUTに接続する必要があります。

VEN イネーブル端子。この端子をHighまたは Lowに設定することでデバイスをオン /オフすることができます。

VOUT 制御出力電圧
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(Note 1)

標準書体のリミット値は TJ＝ 25℃に対して適用され、 されます。特記のない限り、以下の仕
様はVIN＝VOUT＋ 1V、CIN＝COUT＝ 10μF、ILOAD＝ 10mAです。最大および最小のリミット値は、試験、統計解析、または設計
により保証されています。

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

リード温度 (ハンダ付け、5秒 ) 260℃

ESD耐圧 (Note 3) 2 kV

消費電力 (Note 2) 内部制限

V(max)全端子 (GNDを基準 ) － 0.3V～＋ 12V

IOUT 内部制限

接合部温度 － 40℃～＋ 150℃

電源電圧、VIN 2.7V～ 10V

動作時の接合部温度範囲 － 40℃～＋ 125℃
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標準書体のリミット値は TJ＝ 25℃に対して適用され、 されます。特記のない限り、以下の仕
様はVIN＝VOUT＋ 1V、CIN＝COUT＝ 10μF、ILOAD＝ 10mAです。最大および最小のリミット値は、試験、統計解析、または設計
により保証されています。

Note 1: 絶対最大定格とは、ICに破壊が発生する可能性のある制限値を言います。「動作定格」とはデバイスが機能する条件を示しますが、特定の性能リミッ
ト値を保証するものではありません。保証規格については、「電気的特性」を参照してください。動作定格を超えて動作させた場合には、電気的特性
の規格は適用されません。

Note 2: 温度が高い状態では、パッケージの熱抵抗とヒートシンクの熱容量 (ヒートシンク使用時 ) に基づいて、デバイスの消費電力のディレーティングが必要で
す。 TO-252の接合部 -周囲間熱抵抗 (θJ-A)は、最小の銅エリア (0.1平方インチ未満 )にデバイスをハンダ付けで実装したプリント基板の場合、約 90

℃ /Wです。 TO-252の熱放散体として 1平方インチの銅エリアを使用すると、θJ-Aは約 50℃ /Wまで降下します。 SOT-223パッケージのθJ-Aは、最小
サイズのパターン (0.1平方インチ未満 )にデバイスをハンダ付けした場合は約 125℃ /Wであり、1平方インチの銅箔領域にハンダ付けした場合は約 70

℃ /Wになります。 LLPパッケージのθJ-Aの値も、配線面積、銅箔の厚さ、使用している熱放散用スルーホールの数に左右されます (アプリケーション・
ノートAN-1187参照 )。消費電力によって接合部温度が規定の上限値を超えると、デバイスはサーマル・シャットダウン状態になります。

Note 3: ESDのテストには人体モデルを使用します。このモデルでは、100pFのコンデンサから1.5kΩの抵抗を介して各端子に放電させます。
Note 4: 代表値 (TYP)は、25℃動作で最も出現する可能性の高い標準的なパラメータ値を表します。
Note 5: レギュレータの負荷が負電源となる±両電源システムで使用する場合は、出力をグラウンドにダイオード・クランプすることが必要です。
Note 6: 出力電圧ライン・レギュレーションは、入力電圧の変動によって生じる出力電圧の公称値からの変動として定義されています。
Note 7: 出力電圧ロード・レギュレーションは、負荷電流が 1mAから最大負荷に増加したときに生じる、出力電圧の公称値からの変動として定義されています。
Note 8: ドロップアウト電圧は、出力電圧を公称値の 100mV以内に維持するために必要な入力電圧と出力電圧の差の最小値として定義されています。
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FIGURE 1.   LP38690 Functional Diagram (LLP)

2

FIGURE 2.   LP38690 Functional Diagram (TO-252)
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FIGURE 3.   LP38692 Functional Diagram (LLP)

4

FIGURE 4.   LP38692 Functional Diagram (SOT-223)
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特記のない限り、以下の規格は TJ＝ 25℃、CIN＝ COUT＝ 10μF、イネーブル・ピンは VIN (LP38692 の

み )、VOUT＝ 1.8V、VIN＝VOUT＋ 1V、IL＝ 10mAに接続します。

Noise vs Frequency

Noise vs Frequency

Ripple Rejection

Noise vs Frequency

Ripple Rejection

Ripple Rejection



9 www.national.com/jpn/

L
P

38690/L
P

38692

特記のない限り、以下の規格は TJ＝ 25℃、CIN＝ COUT＝ 10μF、イネーブル・ピンは VIN (LP38692 の

み )、VOUT＝ 1.8V、VIN＝VOUT＋ 1V、IL＝ 10mAに接続します。 (つづき )

Line Transient Response

Line Transient Response

Load Transient Response

Line Transient Response

Load Transient Response

Load Transient Response
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特記のない限り、以下の規格は TJ＝ 25℃、CIN＝ COUT＝ 10μF、イネーブル・ピンは VIN (LP38692 の

み )、VOUT＝ 1.8V、VIN＝VOUT＋ 1V、IL＝ 10mAに接続します。 (つづき )

Load Transient Response

VOUT vs Temperature (5.0V)

 VOUT vs Temperature (2.5V)

Load Transient Response

 VOUT vs Temperature (3.3V)

 VOUT vs Temperature (1.8V)
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特記のない限り、以下の規格は TJ＝ 25℃、CIN＝ COUT＝ 10μF、イネーブル・ピンは VIN (LP38692 の

み )、VOUT＝ 1.8V、VIN＝VOUT＋ 1V、IL＝ 10mAに接続します。 (つづき )

Dropout Voltage vs IOUT

Enable Voltage vs Temperature

Line Regulation vs Temperature

Dropout Voltage vs IOUT

Load Regulation vs Temperature
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他の低ドロップアウト・レギュレータと同様に、安定性を確保する
ために外付けコンデンサが必要です。これらのコンデンサは、良
好な特性を得るために正しく選定する必要があります。

:最小でも1μFの入力コンデンサが必要です (セ
ラミックを推奨 )。出力コンデンサは出力端子から 1cm以内に配
置し、グラウンド側は適切なアナログ・グラウンドに接続しなければ
なりません。

:出力コンデンサはループを安定化するために必
要です。デバイスからの距離が 1cm未満の位置に配置し、その
他の電流は一切流れない配線パターンを使用して出力端子とグ
ラウンド端子に直接接続する必要があります。

安定した動作を確保するために使用できる出力コンデンサの最
小値は 1μF です。セラミック・コンデンサの使用を推奨します
(LP38690/2 は、超低 ESRコンデンサを接続する使用法に合わ
せて設計されました )。 LP38690/2は、ESRの値が 0～ 100Ωの
出力コンデンサを接続することで安定します。

(LP38692 ):  LP38692にはレギュレータ出
力のオン /オフを切り替えるイネーブル端子があります。イネーブル
端子をLowにすると、デバイスはオフになります。デバイスを確実
にオンにするために必要なイネーブル端子の電圧は、入力電圧に
より異なります (「電気的特性」の項を参照 )。イネーブル機能を
使用しない場合、イネーブル端子はVINに接続してください。

:  LP38690/2はフの字形電流制限回路を内
蔵しています。この回路は、出力電圧が低下するにつれてデバ
イスが供給できる出力電流を低減します。負荷電流の大きさは、
VINと VOUTとの差電圧に依存します。通常は、この差電圧が
5Vを超えると負荷電流が約450 mAに制限されます。 VIN - VOUT

間の差が 4Vを下回る場合は、負荷電流の制限値は約 1500 mA

になります。

出力コンデンサを選択する際は、出力コンデンサの最小必要容
量が全動作温度範囲にわたり確保できるように、コンデンサの許
容誤差と温度による容量変化を考慮する必要があります。

:容量の値が 10～ 100μFの範囲では、通常、セラミッ
ク・コンデンサはタンタル・コンデンサよりサイズが大きく高価です
が、ESRがきわめて小さい (通常は 10mΩ未満 )ため、高周波
ノイズをバイパスするための AC 特性が優れています。しかし使
用している誘電体の種類によっては、電圧と温度に対して充分な
特性を備えていないものも存在します。

Z5UやY5Vの誘電体セラミックの容量は、印加される電圧により
大幅に低下します。標準的な Z5Uまたは Y5Vコンデンサでは、
定格の半分の電圧を印加すると定格容量の60%が失われます。
Z5U および Y5V は温度によって受ける影響も大きく、温度範囲
の上限および下限では公称容量の 50%以上が失われます。

セラミック・コンデンサを使用する場合は、X7Rおよび X5R誘電
体セラミック・コンデンサを強く推奨します。これらのコンデンサは、
通常は温度と電圧の動作定格全体にわたって容量の範囲を公
称値の± 20% 以内に維持するためです。 X7R/X5Rは、当然、
通常は任意の電圧および容量でZ5U/Y5Vタイプよりもサイズが大
きく高価です。

: 固体のタンタル・コンデンサは、良好な温度安定性を
備えています。高品質のタンタル・コンデンサは、通常、－ 40℃
～＋ 125℃の全温度範囲で容量値の変動幅が 10～ 15%未満
の特性を示します。  ESRの変動幅は、温度の上限から下限まで
で約 2倍に過ぎません。

優れたプリント基板レイアウト手法を採り入れる必要があります。そ
うしないと、グラウンド・ループや電圧降下が原因で動作が不安
定になる可能性があります。入力と出力のコンデンサは、その他
の電流は一切流れない配線パターン (ケルビン接続 )を使用して
レギュレータの入力端子、出力端子、グラウンド端子に直接接続
する必要があります。

このためには、CIN と COUT をデバイスの近くに配置し、VIN、
VOUT、GND の各端子までの配線を短くする方法が最適です。
レギュレータのグラウンド端子は必ず外付け回路のグラウンドに接
続して、レギュレータとその外付けコンデンサが「一点アース方
式」になるようにします。

安定性の問題が発生していたアプリケーションでは、ICと入力お
よび出力コンデンサのグラウンド接点に内部のグラウンド・パターン
につながる「スルーホール」が使用されていたことに注意してく
ださい。この問題の原因は、グラウンド・パターンを流れる電流に
より各接点のグラウンド電位が変動することです。この問題は、レ
ギュレータとその外付けコンデンサに一点アース方式を使用する
ことで解決しました。 VINへの引き込み配線とVOUTからの引き出
し配線には大電流が流れるため、コンデンサのリード線からこれら
の端子まではケルビン接続にして、入力と出力のコンデンサに直
列の電圧降下が発生しないようにします。

RFI/EMI

デバイス内部の形状は寸法が微細であるため、ICの性能は RFI

(無線周波数妨害 )や EMI (電磁妨害 )によって低下することが
あります。きわめて周波数の高いエネルギー(＞ 1MHz)が含まれ
る信号を生成する回路信号源が存在するアプリケーションでは、
このことがICレギュレータに影響を及ぼさないように留意する必要
があります。

レギュレータの入力側にRFI/EMIノイズが存在する場合 (入力電
圧源の供給元がスイッチング・レギュレータであるアプリケーション
など )は、ICの入力端子に良質のセラミック・バイパス・コンデン
サを使用する必要があります。

高速でオン /オフが切り替わる負荷 (クロックなど )を ICの出力に
接続した場合、負荷が必要とする高周波電流パルスは、IC の
出力に接続されているコンデンサが供給する必要があります。レ
ギュレータ・ループの帯域幅は 100 kHz未満であるため、制御回
路はこの周波数を超える速度の負荷変動に応答できません。つ
まり、100 kHzを超える周波数での ICの実効出力インピーダンス
は、出力コンデンサのみで決まります。

負荷が高速で切り替わるアプリケーションでは、ICの出力側で負
荷からRF成分を分離することが必要な場合があります。一定の
大きさのインダクタンスを出力コンデンサと負荷の間に配置し、良
質な RF バイパス・コンデンサを負荷の両端に直接接続すること
を推奨します。

RFI/EMIはプリント基板配線に直接かつ容易に放射されるため、
ノイズの多い環境ではプリント基板レイアウトもきわめて重要です。
ノイズのある回路はできる限り「クリーンな」回路から分離し、別
の経路からグラウンドをとるようにしてください。 MHz帯域ではグラ
ウンド・パターンに誘導性が見え始めるため、RFI/EMIによりグラ
ウンド・パターンにまたがってグラウンド・バウンスが発生する可能
性があります。多層基板のアプリケーションでは、ノイズのある電
源パターンやグラウンド・パターンの層が、アナログ電源とグラウン
ドの電圧レベルを伝達する隣接の層に直接ノイズを放射しないよ
うにレイアウトの配慮が必要です。
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ノイズには 2 種類の規定方法があります。最初の
(Spot Noise) または (Output Noise

Density) は、すべてのノイズ発生源の RMS 合計値であり、レ
ギュレータ出力において特定の周波数で測定 (1Hz の帯域幅で
測定 )したものです。この種類のノイズは、通常、周波数の関数
としてグラフ化されます。 (Total Output Noise)ま
たは (Broad-Band Noise)は、指定の帯域 ( 通
常は数桁の周波数範囲)でのスポット・ノイズのRMS合計値です。

測定単位に注意してください。スポット・ノイズの測定単位は
μV/√Hzまたは nV/√Hzで、全出力ノイズの測定単位は
μV(rms)です。

低ドロップアウト・レギュレータの主なノイズ発生源は、内部の基準
電圧源です。ノイズを低減する方法には、トランジスタ面積を広げ
る方法と内部基準電圧源に流す電流を増加する方法の 2 種類
があります。トランジスタ面積を広げると、ダイをより小型のパッケー
ジに収容できる可能性が少なくなります。内部基準電圧源に流
れる電流を増加すると、消費電流の合計 (グラウンド端子電流 )

が増加します。
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単位はmillimeters

6-lead, LLP Package
NS Package Number SDE06A

TO-252 Package
NS Package Number TD03B
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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